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のミ、はり叫ち 

	

市 の 人 口 
	

25, 692人 
	

世 帯 数 	14, 583 

	

53. 035人 
	

女 27, 343人 
	

（昭和56年 8 月 1日現在）住民基本台帳から 

ゆ く 夏 を 惜 し み 

ヤーフフドセ、ヤーアドセ 

こヤーアドセ、ヤーアドセ； 

ゆく夏を惜しむかのように、盆踊りの輪が市庁舎前

のお祭り広場で繰り広げられ、涼を求める親子づれが

詰めかけていました。 

五所川原甚句保存会（鶴谷初太郎会長）が 8 月18日

から 3日間開いたもので、それぞれ趣向をこらした仮  

装で踊りの輪に加わり、足運び、手さばきもあざやか

に広場せましと踊りまくっていました。 

お盆が過ぎると、津軽の朝タもめっきり涼しくなり

出来秋の季節に入ります。 

（写真＝=8 月19日、お祭り広場で） 
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ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
 

《

（
 

フジニこここ二一 

社会生活基本調査 

総
理
府
統
計
局
 

（
青
森県
）
で
は

十
月
一
日
現
在
で

第
二
回
目
の
社
会

生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

国
民
の
生
活
時
間

の
配
分
を
調
べ
る

と
と
も
に
、
学
習

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
活
動
、
そ
の

他
の
自
由
時
間
に

お
け
る
主
な
活
動

に
つ
い
て
詳
細
に

と
ら
え
、
国
民
生

活
の
実
態
を
総
合

的
に
明
ら
か
に
し
 

て
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。
 

調
査
対
象
は
、
全
国
を
代
表

す
る
よ
う
に
、
 一
定
の
方
法
で

選
び
出
さ
れ
た
地
域
（
調
査
区
 

）
か
ら
、
さ
ら
に
選
定
さ
れ
た

世
帯
で
す
。
 

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
、
九
月
下
旬
に
、
調
査

対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
を
お
訪

ね
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
）
」
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
青
森
県
企
画

部
統
計
課

・
人
口
労
働
統
計
班
 

（
廿
〇
一
七
七
⑩
一
一
一
一
番
 

・

内
線
二
一
七
九
番

）
へ
お
願

い
し
ま
す
。
 

今
年
上
半
期
に
お
け
る
県
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は

発
生
件
数
三
、

ニ
五
六
件
、
死
者
四
九
人
、
傷
者
四
、
〇
〇

〇
人
を
数
え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
内
容
別
に
み
ま
す
と
、
 一
番
多
い
の
が
追
突
事
故

で
、
全
体
の
二
一
・
五
％
に
当
た
る
六
九
九

件
、
次
い
で
出

合
頭
事
故
で
、
全
体
の
一
三

・
六
％
に
当
た
る
四
四
二
件
、
 

カ
ー
ブ
で
の
事
故
が
全
体
の
二

一
・
四
％
で
四
〇
四
件
、
横

断
歩
道
及
び
そ
の
付
近
で
の
事
故
が
、
全
体
の
四

・
L
％
で
 

ロ
 
二
 段

停
止
線

ロ
 

こ
の
標
示
は

交
差
点
に
お
け

る
巻
き
込
み
事

故
を
防
止
す
る

た
め
に
設
置
し

て
い
る
も
の
で

す
。
 

こ
の
標
示
の

あ
る
場
所
で
は

原
付
、
二
輪
車

は
前
方
に
、
四

輪
車
は
後
方
に

停
止
し
て
下
さ
 

（
図ー
）
 
 

五
四
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
警
察
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
交
通
事
故
を
な
く

す
る
た
め
、
各
交
差
点
、
カ
ー
ブ
を
中
心
に
、
次
の
よ
う
な

防
止
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
 

運
転
中
、
次
に
該
当
す
る
よ
う
な
図
示
を
見
ま
し
た
ら
、
 

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

こ
の
標
示
は
、
 

目
欝

園
霧
  

 
気
茸目

欝
 

鐸
図

鐸
団

鐸

1
1セ
賢
  

ー
  

図 1 
二輪 

四輪 

交
差

点
、
カ

ー
ブ

に
）
」
注
意
 

ロ右左折の方法標示ロ 

点
に
お
け
る
車
両
の
右
折

時
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
、
交
差
点
の
中

交
差
 

心
部
に
設
置
し
て
い
る
も

の
で
す
。
 

右
折

車
両
は

標
示
の

内
側
を

矢
印
に

従
っ
て
 

、
・
‘
 

対
向
車
 

。
ノvい
 

面
『
一、
王

意
し
な

が
ら
進
 

（
行
して

ド
さ
い
。
 

2
 

（
図2
)
 

図
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,
 

マ
 
ー
 ク
 ロ
 

見
と
お
し
の
悪
い
交
差
点
の
出

合
頭
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
 

交
差
点
の
中
心
 

部
に
設
置
し

て

い
る
も
の
で
す
。
 

交
差
点
の
形

態
に
合
わ
せ
て

十
字
T
字
形
の

標
示
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
 

交
差
点
の
進
行

に
際
し
て
は
、
 

必
ず

一
時
停
止

ま
た
は
徐
行
を

し
な
が
ら
安
全

に
進
行
し
て
ド

さ
い
。
（
図3
)
 

ロ
 
ク
 
ロ
 
ス
 

こ
の
標
示
は
、
裏
通
り
等
信

号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
、
 

で
 一

 

コ
 

」

F
 

+
 

(
Yj
 

図
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

九
月
一
日
現
在
で
、
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る

方
を
九
月
二
日
に
選
挙
人
名

簿
に
登
録
し
ま
す
。
 

そ
し
て
、
登
録
さ
れ
た
選

挙
人
名
簿
を
九
月
三
日
か
ら

九
月
七
日
ま
で
、
市
選
管
事

務
局
（
本
庁
四
階
）
で
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
さ
き
に
公
職
選
 

挙
法
の
 
部
が
改
正
（
昭
和

五
十
六
年
四
月
七
日
法
律
第

二
十
号
）
さ
れ
た
の
に
伴
い

こ
れ
ま
で
九
月
一
日
現
在
で

九
月
十
日
に
登
録
し
、
九
月

十

一
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま

で
縦
覧
し
て
い
た
も
の
で
、
 

登
録
日
及
び
縦
覧
の
期
日
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
間
 

」遅
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

ト
さ
い
。
 

縦
覧
時
間
は
、
期
間
中
毎

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
る
選
挙

人
は
、
さ
る
三
月
十
五
日
の

市
長
選
挙
の
際
、
選
挙
時
登

録
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
 

今
回
の
登
録
は
、
昭
和
三
十

六
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
年

九
月
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
及
び
昭
和
五
十
五
年
十
一
一

月
三
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年

六
月
一
日
以
前
か
ら
当
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

引
き
続
き
当
市
に
居
住
し
て

い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

い
 

選

挙
人

名
簿
の

定
時

登

録
を

実

施
 

該
 
当
 
者
 は
 
縦
 
覧
 
し
 て
 
下
 さ
 

公給領収証を受け取りましよう 

れます。 

公給領収書には、飲食した内容が正しく記載され、明細が良くわ

かるようになっており、会計上のトラブルが起きないように工夫さ

れています。また、ご負担いただいた税金は、誤りなく県へ納入さ

れることにもつながります。 

みなさん、公給領収証を必ず受け取りましょう。 

（五所川原県税事務所） 

注
意

ロ
 

止
を
は
か
る
た
め
に
、
減

速
マ
ー
キ
ン
グ
と
合
わ
せ
 

て
設
置
し

て
い
る
も

の
で
す
。
 

こ
の
標

示
が
設
置

さ
れ
て
い

る
場
所
で

は
、
必
ず

減
速
し
て

進
行
し
て
 

ド
さ
い
。
 

（
図4
)
 
 

ロ
受
講
対
象
者
 
一
般
市
民
 

（
と
く
に
勤
労
者
、
学
生
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
の
方
を
歓
迎

し
ま
す
。）
 

ロ
と
 
き
 
九
月
二
十
叫
日
 

（木
）
か
ら
十
月
二
十
九
日
（
 

木
）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
六

日
間
）
 

午
後
六
時
か

ら
八
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
栄
町
、
青

森
県
合
同
庁
舎
大
会
議
室
（
て
一
 

ロ
力
 
ー
 
ブ
 

こ
の
標
示
は
、
見
と
お
し
の

悪
い
危
険
な
カ
ー
ブ
の
事
故
防
 

みなさんが、バーやスナック、レストラン、すし屋などで、お酒

を飲んだり、料理を食べたとき、また、旅館やホテルなどに宿泊し

たときは、料理飲食等消費税という県の税金がかかります。 

この税金は、飲食料金や宿泊料金の10ノ、ーセン トになりますが、 

料金と一緒に、お店や旅館に支払うことになっています。 

このとき、みなさんが税金を支払 J たしるし、また、お店や旅館

の経営者が、税金を受け取ったしるしとして、公給領収書が発行さ 

「社
会
福
祉
公
開
講
座
」
 

ふ
る
っ

て
．一」
応
募
を
 

階
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
九
月
十
 

日
。
 

ロ
申
込
み
先
 
西
北
地
方
福
 

祉
事
務
所

（
云
⑩
二
一
】

一
番
 

・

内
線
二

一
九
番
）
 

受
講
者
の
決
定
は
、
開
講
前
 

に
連
絡
し
ま
す
。
 

ロ
受
講
料
 
受
講
料
、

テ
キ
 

ス
ト
代
な
ど
は
一
切
無
料
で
す
。
 



麟麟綴 
住宅金融公庫では、財形貯蓄をしている勤労者 

(3年以上行い、その残高が50万円以上ある方） 

を対象に財形住宅融資の借入申し込みの受け付け

を行っています。この融資は、公庫の一般個人住

宅融資などとあわせて利用することができます。 

〇申込受付期限 

昭和57年 2 月27日（土）まで 

⑥融 資 額 

財形貯蓄残高の 3倍（1,500万円が限度） 

⑥利 	率 

年7.98%（この金利は、昭和56年 7月1日現在 

の金利ですが、今後の金融情勢の変動 

により変更することがあります） 

⑨返 済 期 問 

新築住宅 	木造 	25年以内 

簡易耐火構造 	30年以内 

耐火構造 	35年以内 

中古住宅 	20年以内 

住宅改良 	10年以内 

＠返 済 方 法 

元利均等毎月払い（ボーナス払いの併用もでき 

ます） 

※詳しいことは、公庫業務取扱金融機関または住 

宅金融公庫へおたずね下さい。 

別表 
免除された保険料額 

年 度 
1 カ年分 
(Df呆F負恥干 

46年度 5,400円 

47年度 6,  30011) 

48年度 7,  650円 

49年度 11, 400円 

50年度 13, 200円 

51年度 16, 80O1' 

52年度 26, 400円 

53年度 32,760ffl 

54年度 39, 60011) 

55年度 45,240円 

九
月
は
次
の
日
程
で

開
設
さ
 

別
館
（

旧
中
央
公

民
館
）
 

れ
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。
 

青
森
県

交
通
事
故

相
談
所

ロ
と
 

き
 
九
月
九
日
（
蝕
）
、
 

五
所
川
原
市

・
市
民
相
談
室

九
月
二
十

四
日

（
木
）
 

福
祉
年
金
の
証
書
提
出
は
大
至
急
 

昭和56年（1981年） 9 月】日 	 広報こしょが’わら 	 （502号） ④ 

年
金
の
は
じ

「
 

国
民
年
金

の
保
険
料

の
納

付
の
免
除
を
受
け
た
と
き
は
 

．
そ
の
免

除
さ
れ

た
期
間
も

年

金
の
計
算

の
対
象
と
な

り
ま

す
の
で
、

有
利
な
制
度
で

す
。
 

し
か
し
、

年
金
額
は
、
保

険
料
を

納
め
た
場
合

の
三
分

の
ー
に
減
額

さ
れ
ま
す
か

ら

そ
の
面
で

は
、
必
ず
し
も
有

利
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、

保
険
料

の
納
付

を
免
除
さ

れ
た
人
は
、
そ
の

後
の
生
活

に
余
裕
が
出
来

た

と
き
に
、

十
年
前

ま
で

さ
か

の
ぼ
っ

て
、
旧
料
金
で

納
め
 
 

ら
れ
る
制
度
が

開
か
れ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
を
追
納

と
い

い

ま
す
。
 保

 
険
 
料
 

追
納
し

た
場
合
は
、
保
険

料
を

最
初
か

ら
納
め
た

場
合

と
同
じ

計
算
に

な
り
ま
す
の

で
、
大
変
有
利
に
な
り
ま
す

c
 

ぜ
ひ
、

こ
の
保
険
料

の
追

納
制
度
を
ご

利
用
さ
れ
る

よ

う
、

お
勧
め
し
ま
す
。
 

別
表

は
、
昭
和
四
十
六
年

度
分
か

ら
の
免
除
さ
れ
た
、
 
 

そ
の
年

度
分

の
保
険
料
で

す
。
 

な
お
、
 
一
例
と
し

て
挙
げ

れ
ば
、

昭
和
四
十
六

年
度
分

の
免
除
さ
れ

た
保
険
料

は
、
 

ー
カ
年
分
で

五
千
四
百
円
で
 

ー
カ
月
分
に
し

ま
す
と
、

四

百
五
十
円
で

す
。
 

こ
の
ー
カ
月
分

の
四
百
五
 

の
 
追
 
納
 

十
円
を
追
納
し
ま
す
と
、

老

齢
年
金
は
、
 
ー
カ
月
分

と
し
 
 

て
干
八
百
十
円
も
ら
え

ま
す

か
ら
、
実
に
四
倍
強
も

ら
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

例
二

と
し

て
挙
げ
れ
ば
、
 

も
ら
う
額

は
ー
カ

月
分
で

千

八
百
十
円
、
 
ー
カ
年
分
で

一
一

万
千
七
百

二
十
円
も
ら

え
る

の
で
す
か

ら
、
別
表
で

一
番

高
い
保
険
料

の
五
十

五
年
度

分
だ
け
比
較
し

て
も
、

二
年

も
ら
え
ば
、

元
は
と
る

こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

交

通
事

故

巡
回

相
談
所
 

福
祉
年
金

（国
民
年
金

）
の

証
書
を

大
至
急
、
提
出
し
て
下

さ
い
。
 

も
し
、
提
出
が

遅
れ

ま
す
と
、
 

十
二
月
支
給
分

の
年
金
が

も
ら
 
 

え
ま
せ
ん
。
 

す
ぐ

に
証
書
を

市
社
会

課

・
 

国
民
年
金

係
へ
提
出
し

て
下
さ
 

歌
会
始
の
お
題
は
「橋
」
 

ロ
歌
会
始

の
お
題
 

「橋
」
 

ロ
詠
進
要
領
 

自
作

の
歌
で

一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
 

す
。
 

用
紙
は
半
紙
（

習
字
用
の
半
紙
）

と
し
、

毛
筆
で

自
書
し
 

て
下
さ
い
。
 

ロ
書
式
 
半
紙
を

二
つ
折

り
に
し
、
開
い

て
右
半
面

に
お
題
 

と
歌
、

左
半
面
に

郵
便
番

号
、
住
所
、

氏
名
（
本

名
・

ふ
り
 

が
な

つ
き
）
、生
年
月
日
及
び

職
業
（

な
る
べ
く
具
体
的
に

）
 

書
い

て
下
さ
い
。
 

ロ
詠
進
の
期
間
 

九
月
一
日
か
ら
十
月
十

二
日
ま
で
と
し
、

郵
送
の

場
合

は
 

消
印
が
十
月
十

二
日
ま
で

有
効
。
 

ロ
郵
便
の
あ
て

先
 

郵
便
番
号
一
〇
〇
、
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田

一
番
一
号
 

宮
内
庁

ー
と
し
、

封
筒
に
 
「詠
進
歌

J
と
書
き
添
え

て
下
さ
 

い
。
 

ふ
る
っ

て
ご
応
募
を
 

午
前
十

時
か
ら
午

後
二
時
 

ロ
と

こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
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津
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わ
 
家
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見
 
教
 
人
 

絵
 
林
 
日
 
世

土

巧
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煉
 

m
 

「
 
「
 
き
 
ん

リ
 
（
か
 
族
 
え

え
 
育
 
排
 

画
 

彪
 
回
 
阿

疑
 

訓
 

細
 
加
 
強
 

「
 
も
 
と
ス

」

J
 
の
 
・
勺
い
 
」
 
鵬
 
」
 

「
 

購
 

胆
 

ど
“
 
瞬
 
電
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J
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Q
)
4
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'
)
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7
5
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篇
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林 	美土里 

ノリズ・ 
ギネスブソク 81 

マクワーター 
赤 石 	宏 

五所川原写真集
明治・大正・昭和 

神 野 高 行 佐 藤 徳 蔵 

日 本 の 白 書 
日 本 情 報
教育研究会 

鳴 海 助 一 

江戸豪商の謎 駒 	敏 郎 柳 沢 文 正 

妻 	の 	座 下 光 軍 二 
朝日新聞社 

青森支局 

家庭のなかの父親 水 杉 喜 輔 平 岩 弓 枝 

ノ連海軍の全貌 篠 原 	宏 田 中 康 夫 

妊産婦の 食事

ドブロクをっくろう 

女子栄養大学 
出 	版 	部 

前 田 俊 彦 

畑 中 正 一 

阿 久 	悠 

小資本店の経営 藤 井 亮 蔵 後 藤 明 生 

芸能めがねふき 戸 板 康 二 若 林 繁 太 

窓 	ぎ 	わ 	の 

トッ 	トち ゃん 
黒 柳 徹 子 青 島 幸 夫 

茶器とその扱い

三 和 精 一 伝 

佐々木 三 味 

t」行委員会 

ほるぷ出版

稲 子 恒 夫 

津軽ケガジ物語 葛 西 松四郎 未 	来 	社 

畜産物市場と 
流 	通 機 構 

吉 田 寛 一 
タイムライフ 

ブソクス 

I幸 	軽 	海 	峡 上 田 	庚 

月 	齢 対 	象 と 	き と ニ ろ 

3 カ月児 
に
J
'
1
 

6
1
 

年
の
 

5
乳

昭
生
 
和

ま
 

ー
ー
し
  

9 月 9 日 
市民文化
会館別館 

q日lF央公民館1 

6 カ月児 
昭和56年 2 月
生まれの乳児 9I i16日 

1 	歳 
6 カ月児 

昭和55年 3 i 
生まれの乳児 9 月30日 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い

ます。該当する赤ちゃんには、受診させるように

して下さい。 

ロ受 付 時 間 午後零時30分から 1時まで

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受

けている乳幼児はご遠慮下さい 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行いますc 

乳幼児の健康診査 
街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

＠
九
月
七

日

（月
）
〇
午
前
 

あ
な

た
も
献
血
手
帳
を
 

十
時
か
ら
正
午

ま
で
、

新
町

・

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号

」
 
旧

警
察
署
跡
 

が
、
次
の
日
程
で

街
頭
献
血
を
 

〇
当
日
午

後
一
時
三

十
分
か

行
い
ま
す
。
 

ら
三
時
ま
で
、

飯
詰
‘
総
合

高

み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お

願
 
等

職
業
訓
練
校
前
 

い
し
ま
す
。
 

「
移
動
保
健
所
」

を
開
設
 

一
般
健
康
相
談
な
ど
実
施
 

五
所

川
原
保
健
所
で

は
、
次
 

ロ
と

こ
ろ
 

市
内
鶴
ケ

岡
、
 

の
日
程
で

「
移
動
保
健
所

」
を
 
市

農
協
三
好
支

所
 

開
設
し

ま
す
。
 

ロ
実
施
内

容
 

一
般
健
康
相

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

談
、
血
圧
測

定
、
衛
生
検
査
（
 

コ
と
 

き
 
九
月
十
八
日
（
 

検
尿
、

血
液
型
、
血
色
素

）
、総

金

）
午
前
九

時
三
十

分
か

ら
午
 
合

健
康
診
断
 

前
十
一

時
三
十
分

ま
で
 

二
 

現
在
、

国
民
年
金

の
未
加
入

者
に
加
入
を

勧
め
て
い

ま
す
が
、
 

該
当
さ
れ

る
人
は
、

早
速
手

続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
 
（
明
治
四
十

四
年
四

月
二
日
以
後
に

生
ま
れ

た
人
）
二
十
歳
以
上
で

厚
生
年

金
な
ど
、

公
的
年
金

制
度
に

入

っ
て
い
な
い

日
本
国
 

民
は
、全
員
加
入
し
 毎
「
 

な
け
れ
ば

な
ら
な
い
 

国
営
の
年
金
制
度
で

す
 

国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
 
一

年
以
上
保
険
料
を

納
め
て
い

れ

ば
、
障
害
、

母
子
、

準
母
子
、
 

遺
児

な
ど

の
年
金
が

受
け
ら
れ

ま
す
。
 

ニ
ト
五
年
以
E

（
他
の
公
的
 
 

年
金

と
通
算
で

も
よ
い
。

年
齢

に
よ
っ

て
は
期
間
短

縮
が

あ
る
 

）
加
入
す
れ
ば
、

老
齢
年
金
が

受
け
ら

れ
ま
す
。
 

加
入

は
、
早
け
れ
ば

早
い
ほ

う
が
よ
い
わ

け
で
す
。
 

会
社
（

厚
生
年
金

）
、農
協
、
 

役
所
（

共
済
年
金

）
等
を
途
中
 

で
や
め
た
人
は
、

厚
生
年
金
、
 

共
済
年
金

等
の
期
間
だ

け
で
は
、
 

期
間
不

足
で
年
金
を

受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、

年
金
が

受
け
ら
れ

な

い
だ
け
で
な
く
、

せ
っ
か
く
給

料
か
ら

天
引
き
さ
れ

て
何
年

も
 
 

納
め
た
厚
生
年
金

の
保
険
料

も

掛
け
捨

て
に
な
っ

て
、
 
一
生
後

悔
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、

国
民
年
金
に

加
入

し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
、

共
済

年
金
等
の
期
間
と
通
算
さ
れ
、
 

そ
れ
ぞ

れ
の
期
間
を

珠
数

つ
な

ぎ
に
し
て

一
定
期
間
が

あ
れ
ば
、
 

老
齢
年
金
が

受
け
ら

れ
ま
す
。
 

例
を
挙
げ
れ
ば
、

昭
和
十

九
年
七
月
二

日
生
ま
れ
の
人

は
、
 

早
速
、
今
加
入
し

て
、
昭
和
五

十
四
年
度
分

の
保
険
料
を

十
月

三
十
一

日
ま
で

に
納
め
れ
ば
、
 

老
齢
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、

厚
生
年
金
、

共
済
年

金
等
が
十
年
、
国
民
年
金
が

十

五
年
で
合
算
し
て
二
十

五
年
あ

れ
ば
よ

い
の
で
す
。
 

二
十
歳
に
な
っ

た
人
、

会
社
、
 

農
協
、
役
所
等
を

途
中

で
や
め

た
人
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ

ん
も
、

出
来
る

だ
け

早
く
国
民
 

年
金

に
加
入

し
て
老

一
」
 

後
ガ

生
活
設
計
を
大
 

切
に

し
ま
し
ょ

う
。
 

な
お
、

生
活
が

苦
し

く
て
保

険
料
を

納
め
ら

1
1な
い
人
に

は
、
 

保
険
料

の
免
除

と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、

市
社
会

課
 

・

国
民
年
金

係
に
お

問
い
合
わ

せ
ド
さ
い
。
 

年
金
者
に

な
ら
な
い

た
め
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ま
ず
わ
が
身
の

安
全
を
図
れ
 

丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
、
机
な
ど

の
下
に
身
を
か
＜
し
て
、
し
ば

ら
＜
様
子
を
見
る
 

地
震
の
心
得
1
0か
条
 

9月I日は 

防災の日 

”
ー
プ

り
 

験
声
 

狭
い
路
地
、
へ
い
ぎ
わ
、ガ
け

の
上
や
が
け
下
、
ブ
ロ
ッ
ク
べ

い
の
そ
ば
な
ど
危
険
な
場
所
に

い
る
と
き
は
急
い
で
離
れ
る
 

、
、
 

ノ
，b
 

「
 

し
 

、
 
／
/
 

を
か
け
あ
い
、
皆
で
協
力
し
て
 

消
火
に
つ
と
め
る
 

火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火
 

、
 

万
 
出
火
し
た
場
合
に
は
 

初
期
の
う
ち
に
火
を
消
す
こ
と

が
大
切
。
大
声
で
隣
近
所
に
声
 

あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
す
な
 

出
す
と
、
落
下
物
な
ど
に
よ
り

ど
ん
な
大
き
な
地
震
で
も
、
 

負
傷
す
る
な
ど
危
険
が
多
い
の

大
揺
れ
は
 
分
程
度
と
い
わ
れ
 
で
、

周
囲
の
状
況
を
よ
＜
確
か

て
い
る
。
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
 

め
て
落
ち
つ
い
て
行
動
す
る
 

協
力
し
あ
つ
て
 

応
急
救
護
 

た
＜
さ
ん
の
負
傷
者
が
出
る

と
救
急
の
手
が
回
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
。
協
力
し
あ
っ
て
、
応

急
救
護
を
し
よ
う
。
急
場
に
は

お
た
が
い
助
け
合
お
「つ
 

轟
尋
 

避
難
は
徒
歩
で
 

持
ち
物
は
最
小
限
に
 

津
波
や
大
火
災
で
避
難
を
行

一つ
と
き
は
、
消
火
、
救
急
救
護

活
動
な
ど
の
障
害
と
な
る
の
で

自
動
車
は
絶
対
に
使
わ
ず
、
 必

ず
徒
歩
で
避
難
す
る
。
 

持
ち
物
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
 

背
お
う
な
ど
し
て
身
軽
に
行
動

で
き
る
よ
う
両
手
を
あ
け
る
 

正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、余
震
を
恐
れ
る
な
 

市
区
役
所
、
町
村
役
場
、
消
 

、

、
 

聾
極
婆

響
の
指
示に

 

・
柳」
博
 
mい
 

、
、
 

般
的
に
は
余
震
は
本
震
よ

り
小
さ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
 

余
震
に
は
十
分
注
意
レ
、
沈
着
 
な

行
動
を
と
る
 

す
ば
や
＜
火
の
始
末
 

過
去
の
例
か
ら
大
地
震
で
怖

い
の
は
火
災
。
地
震
を
感
じ
た

ら
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る
 

呼
 

秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意
 

身
勝
手
な
行
動
を
と
ら
ず
、
 

秩
序
を
守
ろ
う
。
伝
染
病
等
の

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
衛

生
に
は
十
分
注
意
す
る
 

狭
い
路
地
、
へ
い
ぎ
わ
、
 

が
け
や
川
べ
り
に
近
寄

ら
な
い
 

山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
 

津
波
、
浸
水
に
注
意
 

山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
は
、
山

崩
れ
や
ガ
け
崩
れ
が
お
こ
り
や

す
い
。
海
岸
地
帯
で
は
津
波
、
 

低
地
で
は
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
す
ば
や
＜
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
 

【
 

【
 
広
報
紙

の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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